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　戦後80年という戦争の教訓を改めて振り返る年に、
高市政権が誕生したことは、ある意味で象徴的な出来
事かもしれません。2022年に始まったロシアによる
ウクライナ侵攻、2023年から続くイスラエル・ガザ
紛争は、依然平和への道が見えてきません。そういった
中、高市政権は、台湾有事を「存立危機事態」と解釈する
発言を行ったり、非核三原則の見直しを示唆したり、ま
さに、戦争が日常の会話で軽々しく発言されるような
情勢となりました。
　ピースデポでも、脱軍備・平和レポートに、ガザや戦
後80年を考える特集を組んできました。このような情
勢の中、ピースデポでは、新たな活動の一環として、日
本各地の非核自治体や平和団体との連携を深め、非核・
平和運動の推進を進めることを目的として、「戦後80
年：非核自治体講演ツアー」を実施することにしまし
た。すでに、第一弾として、8月に広島・長崎で講演会を
開催したり、原水禁大会・平和首長会議に参加してきま
した。そして、12月15 ～ 18日には、沖縄訪問を計画
しており、このツアーでは、那覇市にて講演会を実施し
たり、地元の自治体や平和団体と交流することを計画
しております。沖縄では、まさに「戦争の準備」を進めて
いるともいえる状況にあり、地元の方々の危機感は本
土にいてはなかなか肌で感じることができません。現
地を訪問して、地元の実態を理解し、地元の平和団体と
交流を進めることは、ピースデポの今後の活動にとっ
て、大きな意義を持つものと信じております。一方で、
ピースデポの活動への理解も深めていただき、ピース
デポへの活動支援にもつながるものと考えておりま

代表　鈴木達治郎
「戦後 80 年 : 非核自治体講演ツアー」について

す。すでにこの趣旨にご賛同いただいている皆様から
温かいカンパのご支援をいただいており、厚く御礼申
し上げます。
　このツアー企画は、戦後80年を超えて、来年以降も
継続する予定です。日本政府に対して、平和憲法を守
り、非核へのコミットメントを強めていくことを要求
する意味でも、地方自治体や、地域の草の根市民団体の
活動は極めて重要です。そういった自治体や市民団体
の活動に少しでもお役に立てるよう、ピースデポでは、
情報の収集・分析をすすめ、正確で信頼される情報発信
を目指していきたいと思っています。ピースデポでは、
この機に新しい中長期ビジョンを作成しているところ
です。12月の理事会で承認されれば、来年2月の総会
で正式に発表することになるかと思います。
　戦後80年はまもなく終了しますが、新たな戦争が身
近に迫っている危機感を共有し、戦争を防ぎ、核軍縮に
つなげていけるよう活動を続けていく所存です。今後
ともよろしくご支援のほどよろしくお願いいたしま
す。
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　昨年に続き開催された、反核・平和・反基地運動に取り
組む市民団体や労働組合が開催する横須賀ピースフェス
ティバルに鈴木代表、梅林特別顧問、高木理事、湯浅理
事、山中理事、渡辺理事、山口で参加しました。団体ブー
スを出展しピースデポの活動を紹介しました。ピースデ
ポの呉東監事、佐藤理事、木元理事も地元の団体として
出展しておられました。40 回目を迎えた今回、政治的中
立性を損なうという市長判断で初めて横須賀市の後援が
得られませんでした。例年、三笠公園で開催されますが、
今年は工事のため市役所前公園で開催されました。横須
賀中央駅と横須賀市の中心街に近いことから多くの通り
すがりの人が眺めていきました。また、ステージと出店
の距離が近いことで例年より一体感を感じました。ステー
ジインタビューで全造船浦賀分会の丸山委員長が楽しい
から 40 年ピースフェスティバルが続いたと言っておられ

団体ブースでピースデポの書籍を販売する各氏。前列左から鈴木、山中、
後列左から木元、湯浅、梅林、山口、渡辺、佐藤、高木の各氏。

たことにとても共感しました。楽しめる仕組みを作るこ
とはできていませんが、同じ思いの仲間が増えるように、
ずっと活動を続けていきたいと思います。

活 動 報 告

横須賀ピースフェスティバルに恒例の出展
（2025 年 10 月 12 日、横須賀市役所前公園 )

山口大輔

北東アジア非核兵器地帯に関する国会議員向け勉強会を実施
（2025 年 11 月 20 日、衆議院第一議員会館第三会議室）

渡辺洋介
　2025 年 11 月 20 日 17 時より、ピースデポは「P3+3 北東
アジア非核兵器地帯設置をめざす国際議員連盟」と共催で国会
議員向け勉強会「核兵器ゼロの北東アジアへ：変化の契機とし
ての非核兵器地帯」を開催しました。勉強会では、鈴木達治郎
代表が、長崎大学核兵器廃絶研究センターの研究プロジェクト
の成果として英語で出版された「核兵器ゼロの北東アジアへ：
変化の契機としての非核兵器地帯」（和訳が地平社で出版予定）
の内容などを紹介しました。その後、梅林宏道特別顧問がコメ

懇親会に参加した各氏。左から 3 番目より梅林特別顧問、犬塚元議員、
イ・ジェジョン議員、一人おいて伊勢崎議員、鈴木代表、櫛淵議員。

勉強会に登壇した各氏。左から 2 番目より韓国のイ・ジェジョン議員、
原口議員、鈴木代表、梅林特別顧問。

ントし、NPT 再検討会議の枠組みで北東アジア非核兵器地帯構
想を推進することの重要性を指摘しました。勉強会は犬塚直史
元参議院議員の司会で進められ、P3＋3議連の原口一博会長（立
憲民主党）ら 9 名の日本の国会議員（代理出席 8 名）、同議連
の韓国側代表イ・ジェジョン議員（共に民主党）、君島東彦立
命館大学教授らが出席しました。本勉強会の企画では、伊勢崎
賢治参議院議員（れいわ新選組）に多大な協力をいただきまし
た。ご協力いただきました皆様に心より感謝申し上げます。
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＜寄附のメリット＞
• 自己負担は2,000円：寄附額のうち2,000円を負担するだけ
で、本来税金として納める分をピースデポに寄附できます。
• 税金の控除：寄附をすると、所得税や住民税の控除が受けら
れます。
• 特典のプレゼント：寄附のお礼として、「ピース・アルマナッ
ク」と「脱軍備・平和レポート」を1年間無料で差し上げます。

（注）横浜市からの返礼品は受け取れなくなりました（泣）。

＜簡単な寄附方法＞
インターネットで「ふるさと生活」のウェブサイトからクレジ
ットカードを使うと、その場で寄附が完了するので簡単です。

「よこはま夢ファンド」を通じて
ピースデポへのご寄付を！

1．「ふるさと生活」に右下のQRコードより入る
2．左上の「≡」をクリック
3．下側の「アカウントの作成」をクリック
4．メールアドレス、パスワードなどを入力して会員登録
5．「お礼の品無しの寄附」（例：合計金額を６万円にしたい場
合は５万円を選びその後に１万円を選ぶ）
6．「寄附を申し込む」

[報告] 2025年度 脱軍備・平和基礎講座 第2回～第7回[報告] 2025年度 脱軍備・平和基礎講座 第2回～第7回

7．「お支払い方法を登録する」
8．クレジットカード番号など必要事項を入力

　2025年6月から11月にかけて、第2回から第7回までの「脱
軍備・平和基礎講座」がオンラインで開催されました。今年は
被爆 80 年という節目の年にあたり、全体テーマを「被爆 80
年―過去を学び廃絶を展望する」とし、核兵器問題に特化した
連続講座として実施しました。以下に、各回の講座内容から特
に印象に残った点をご紹介します。
　第 2 回講座（6 月 28 日）では、長崎大学准教授の中村桂子
さんに「NPT と核兵器禁止条約」というタイトルでお話しい
ただきました（『脱軍備・平和レポート』第 35 号参照）。中村
さんは、NPT（核不拡散条約）と核兵器禁止条約の違いと補完
関係について説明した後、両条約の会議（再検討会議や締約国
会議）で議論されてきた最新情報を紹介し、核兵器廃絶に向け
た私たちの課題を熱っぽく語りました。
　続く第 3 回講座（7 月 26 日）では、ピースデポ特別顧問の
梅林宏道さんが「脱・核の傘—北東アジア非核兵器地帯」をテ
ーマに講義しました（『脱軍備・平和レポート』第 36 号参照）。
梅林さんは、世界の過半数の国々に広がる 6 つの非核兵器地帯・
地位を紹介したうえで、北東アジア非核兵器地帯構想について
論じました。この話を聞いて、この種の構想を実現するために

は、市民社会による粘り強い取り組みが重要であるという思い
を新たにしました。
　第 4 回講座（8 月 23 日）のテーマは「改めて、被爆者は訴
える」でした。日本被団協代表委員の田中煕巳さんより被爆と
その後の経験・思いが語られた後、Know Nukes Tokyo 共同
代表の倉本芽美さんとの対談が行われました。倉本さんの田中
さんへの問いかけと対応が素晴らしく、非常に引き締まった講
座となりました。
　第 5 回講座（9 月 27 日）では、第五福竜丸展示館学芸員の
市田真理さんをお招きし、「世界のヒバクシャ」というテーマ
で講演していただきました。市田さんは、第五福竜丸の被爆事
件を皮切りに、核実験やウラン鉱山採掘による被曝者の状況を
世界各地の事例を交えて紹介しました。エピソードと画像を多
く用いた、とても分かりやすい講義でした。
　第 6 回講座（10 月 25 日）は、「ジェンダーと核廃絶」とい
うテーマで、GeNuine 代表の徳田悠希さんに講演をしていた
だきました。ジェンダーの視点から核兵器の問題を考えるとい
う新鮮な切り口からのお話でした。講座の冒頭で Slido という
アプリを使って受講者に質問に答えさせるという、インタラク
ティブな活動をしたのが印象に残っています（左の写真参照）。
　そして、第 7 回講座（11 月 23 日）では、奈良大学教授の
高橋博子さんをお招きし、「マーシャル核実験を問う―植民地
主義と核兵器」をテーマにご講演いただきました。高橋さんが、
マーシャル諸島の核実験被害に関する隠蔽されていた資料を米
国の公文書館で発見した経緯について、丁寧に語っていたのが
強く印象に残りました。
　なお、第８回講座（12 月 20 日）は、長崎大学教授の河合
公明さんを講師に迎え、「核抑止論を乗り越える―国際法の
視点から」を予定しております。参加希望者は、ピースデポ
HP(http://www.peacedepot.org/) よりお申込みください。

（文責）渡辺洋介
第６回講座で講演する徳田悠希さん（2025 年 10 月 25 日、講座
の録画映像より。）

9．寄附金の使い道で【市民活動を応援したい】を選択
10．備考に「NPO法人ピースデポ」と入力
11．必要なボックスにチェックを入れ、「注文を確定する」
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① ストックホルム国際平和研究所が出した年次報告書に対
する鈴木代表のコメント掲載（NHK長崎、2025年6月16日）
② イスラエルとイランの軍事衝突に対する鈴木代表のコメ
ント掲載（東京新聞、2025年6月17日）
③ 米軍のイラン核施設攻撃に対する鈴木代表のコメント掲
載 （中国新聞、2025年6月23日）
④ 米軍のイラン核施設攻撃に対する鈴木代表のコメント掲
載（朝日新聞、2025年6月27日）
⑤ 米シカゴ大学で開かれた被爆者追悼コンサートで鈴木代
表が広島被爆者の当時の日記の一部を朗読（読売新聞、2025
年7月18日）。
⑥ 広島市で開かれた鈴木代表の講演を掲載（中国新聞、2025
年7月31日）。
⑦台湾有事を想定した机上演習で日本が米国に「核の脅し」を
要求したと報じられたことに対する鈴木代表のコメント掲載

（東京新聞、2025年8月1日）
⑧8月6日の原爆ドーム付近における過剰警備に対する高原
理事のコメント掲載（東京新聞、2025年8月7日）
⑨8月6日の広島平和記念式典への参列を「通知」で呼びかけ

る形に変更したことへの鈴木代表のコメント掲載（毎日新聞、2025
年8月7日）
⑩核兵器政策に関する鈴木代表へのインタビュー掲載（長崎新聞、
2025年8月15日）
⑪1995年の沖縄少女暴行事件に関する梅林特別顧問へのインタ
ビュー掲載（神奈川新聞、2025年9月4日）
⑫石破首相の国連総会一般討論演説に対する鈴木代表のコメント
掲載（中国新聞、2025年9月25日）
⑬核のごみ最終処分に対する鈴木代表のコメント掲載（朝日新聞、
2025年10月10日）
⑭「核武装は安上がり」という議論に対する鈴木代表のコメント掲載

（東京新聞、2025年10月10日）
⑮日本の原子力潜水艦保有に対する鈴木代表のコメント掲載（東京
新聞、2025年10月27日）
⑯トランプ米大統領の核実験再開指示に対する梅林特別顧問のコ
メント掲載（中国新聞、2025年10月31日）
⑰トランプ米大統領の核実験再開指示に対する鈴木代表のコメン
ト掲載（長崎新聞、2025年11月1日）
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